
 

 
 
 
 

   

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.１８１ 

令和６年 

 
 
 

 

４月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口  TEL 922-2461） 

人口 14,085 世帯数 6,979  

（令和６年 3 月 1 日現在） 

○着任者 
 

○離任者 
 

～令和６年４月からの体制～ 

所長 

長谷川 洋 

行政窓口担当 

小田 路子、橋本 慶子、小田 早苗、 

箕島 静江 

地域担当 

宮本 貴啓、西尾 翔太、水田 佳代 

大歳まちづくり協議会 

西坂 弘行、稲子田 朝美、原 伸枝 

岩本 康英（農林整備課へ） 
    

大歳地域交流センター 

公式Ｘ（Twitter）アカウント 

 

 
 

宮本 貴啓 

（デジタル推進課から） 

箕島 静江 

（採用） 
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１日(月) 燃やせないごみの日 

３日(水) センター後援会・体育振興会 総会（18：15～） 

５日(金) ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

９日(火） 大歳小学校入学式 

１０日(水） 母子相談 

１１日(木) 金属・小型家電製品の日 

１７日(水) びん・缶の日 

１８日(土) みんなの広場（13：30～15：30） 

１９日(金） パソコン相談（受付 10：00～10：30） 

 ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

２１日(日) 大歳まちづくり協議会・自治会長会・大歳地区社協 総会 

２４日(水) 古紙ペットボトル分別収集（大歳①） 

２５日(木) 古紙ペットボトル分別収集（大歳②） 

２８日(日) 大歳地区体育祭 

※木曜日はプラ容器包装分別収集 

【大歳地区         の行事予定】 
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大歳のエトセトラ １２４ 

 

黒川鍋寿丸の歩んだ道 ３  

毛利氏から大友氏へ 

 毛利軍の筑前から海路での撤退に、大きな役割を果たしたといわれる氏貞は、元就に従い、立花城から陣

を引き払い居城に戻ります。毛利軍撤退後の筑前の情勢は一変し、氏貞にまた試練がやってきます。毛利軍

は撤退してから一か月後に立花城の守兵も引き払い、大友軍が入城します。立花城主には猛将戸
べっ

次
き

鑑連
あきつら

（立

花道雪）がなり、筑前は宗麟が支配することになります。元就に付いて宗麟に抵抗していた氏貞は宗麟と和

議を結び、筑前の戦いは一応の収束を見せます。氏貞の和議の条件の中に、知行地の割譲や氏貞の結婚と氏

貞の妹・色姫の結婚などがありました。氏貞はすでに結婚しており、娘一人がいましたが、宗麟の重臣の娘

を宗麟の養女として妻に迎え、色姫の結婚の相手は立花道雪であり、色姫 25 歳、道雪 59 歳の時でした。そ

の後、筑前はさしたる戦いはなく、氏貞は、道雪・宗麟との関係強化と領内の安定に意を注ぎ、天正６年（1578）

６月には戦乱のなかで焼失していた宗像大社辺津宮の本殿を復興しています。しかし、この年の８月に宗麟

は進攻してきた薩摩の島津氏との戦いに大敗します。この敗戦によって宗麟の威勢も失墜し、筑前の領主は

宗麟から離反するものもでてきますが、氏貞は宗麟方の立花道雪との関係維持につとめています。 

 

立花道雪と敵対関係 

 天正９〈1581〉年 11 月に事件がおきます。氏貞と宗麟の和睦の際、道雪に領土を奪われ武士団が宗像領内

を通過する立花軍の輸送隊を襲い、氏貞軍と立花軍が戦争状態になります。氏貞の意図に反したこの戦いは、

道雪の勝利に終わります。その後、双方のいがみ合いの中で、小さな戦闘が繰り返され、天正 11（1583）年

には道雪は氏貞の支城を攻め落します。色姫は不幸な戦いで、敵対関係になった両家の板挟みになり苦悩は

続いたと言われ、天正 12（1584）年３月に 39 歳で亡くなりま

す。色姫は幼少期に宗像家でおきた凄惨な事件で心気をみだ

したときもありましたが、道雪の側室になった後は両家の橋

渡しをしていました。こうした両家の和がくずれた中で、翌

年の天正 13（1585）年に道雪も勢力回復のための陣中に倒れ

（73 歳）、そして、氏貞は翌年天正 14（1586）年３月に本城

で病死します。享年 42 歳でした。氏貞が亡くなった頃、豊臣

秀吉が九州平定に乗り出し、翌年には最後まで抵抗していた

島津氏が降伏し、九州平定を行い、時代は変わっていきます。

黒川の地で生まれた鍋寿丸は７歳になる天文２（1551）年に、

母と妹と共に宗像大社大宮司家に入って以来、宗像領の領主

として、また宗像大社の第 80 代大宮司として、武役、社役の

両面にわたって戦国時代を生きぬいた人でした。 

（大歳史談会 文責：白上茂樹） 

参考図書「戦国時代の筑前国宗像氏」・「中世筑前国と宗像

社」桑田和明 「筑前戦国争乱」吉永正春 

 

 

 

鍋寿丸が生まれた屋敷跡を想わせる小字

名（西殿・馬場・東殿）が残る岩富地区 


